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背景と課題
・計算機の発展により公開鍵暗号による通信の秘匿性が失われる可能性が増大
・セキュアなネットワークを維持し破綻させないため、量子暗号通信が必要となる

事例として現在、日本の総務省や米国のDARPAでも量子暗号技術を推進中！

通常のインターネット回線で
暗号文を送付する

光通信回線で単一光子によ
る暗号解読鍵を送付する
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従来技術とその問題点
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本技術のコアテクノロジー

光ファイバー方式の単一光子光源
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コアテクノロジー実装方法
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新技術の特徴・従来技術との比較
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新技術の優位性
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想定される用途
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ビジネスモデル
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実用化に向けた課題

単一光子発生効率を改善すること。

→共振器を開発

光ファイバー通信で最適な波長での光子発生すること。

→希土類原子のエルビウムで単一光子光源を開発
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企業への期待

現状：近赤外波長の単一
光子発生を実現した。

今後：光ファイバー通信波
長での単一光子発生を実
現する。

単一光子の発生波長

現状：１～２キロヘルツでの単
一光子発生を実現した。

今後：１０～１００キロヘルツの
実用レベルの単一光子発生を
実現する。

単一光子の発生効率

解決すべき技術的な課題

通信波長単一光子光源の開発 光ファイバー共振器の開発
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企業への貢献、PRポイント

電子通信環境における暗号通信や暗号資産のネットワークセキ
ュリティの破綻という将来リスクおよび社会課題の解決に不可
欠な以下の要件を満たす「光ファイバー方式の単一光子光源」
を開発する。

・製造および加工が容易であるため、低コストで量産化が可能
・常温稼働が可能なため、冷却装置なくコンパクトな形状
・光ファイバーに直接接続できるため、通信ネットワークシス
テムに容易に実装可能

現状レーザーをつかった量子暗号通信事業において、我々の開
発した「真の単一光子光源」を導入することでセキュリティを
大幅に向上させることが可能となる。
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本技術に関する知的財産権

発明の名称 ：光ファイバー及びその製造方法、

発光方法並びに発光装置

出願番号 ：特願2021-89181

出願人 ：東京理科大学

発明者 ：佐中薫
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本技術に関する知的財産権

発明の名称 ：発光装置、測定方法、発光方法、

及び測定方法

出願番号 ：特願2024-147963

出願人 ：東京理科大学

発明者 ：佐中薫、清水魁人
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お問い合わせ先

東京理科大学
産学連携機構

ＴＥＬ ０３－５２２８－７４４０
e-mail shinsei_kenkyu@admin.tus.ac.jp
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